
【研究の背景】
宇和海は、日本トップクラスの真珠生産地

一方で廃棄される貝殻も年間約1000t!!

廃貝殻を有効活用するため宇和島東高校では
制酸剤に含まれるLDHへの誘導を試みてきた。

アコヤ貝廃貝殻から誘導した制酸剤の合成

【仮説】
1⃣Al/(Ca+Al)比を変化させることでｐHを3.5～5.5に保つこと
ができる。

2⃣神経毒作用があるAlをFeで代替したLDHでも制酸作用がある。
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【先行研究の検証】
大野らの手法を用いて、市販制酸剤とアコヤ貝由来の制酸剤の
ｐH変化を測定した。

市販制酸剤⇒中和能力あり
アコヤ貝由来の制酸剤⇒中和能力低

LDHの合成法を再検討する必要がある。

平原ら（2002）によるとMg-Fe 層状複水酸化物から誘導した制
酸剤のｐHはFe/(Mg+Fe)比を変化させるとｐHを変化できるこ
とが分かっている。

図４ フックス変法によるｐHの変化
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図１ 産地別真珠浜揚割合（2019）

【先行研究】
大野ら（2022）は、貝殻から共沈法を用いてCa-Al 系LDH を
合成し、制酸性の評価を行った。

層状複水酸化物という制酸薬に含まれる物質。
LDHとは… 三価の金属水酸化物と二価の水酸化物イオンが、

たくさんの層になって固まったもの。

○Ca-Al系LDHの合成
①貝殻を10時間90℃で加熱処理
②得られたCaO2.5ｇを0.10mol/L
のHCL100mlで溶解

③AlCl₃を量論比でCa:Al＝3：1
となるように加える

④攪拌しながら1.0mol/LのNaOHで
ｐHを12に調整。

⑤水溶液を24時間静置後、沈殿物をろ過

○フックス変法での制酸性の評価
①37±2℃に保持した
1.0mol/LのHCl50mlを
攪拌しながら試料を1.0ｇ添加

②10分攪拌しながら放置
③0.1mol/LのHClを1分間に
2ml添加して、ｐHの変化を記録

図３ フックス変法の様子

図２ LDHの拡大図
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